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毎
年
９
月
９
日
を「
救
急
の
日
」と

し
、
今
年
は
９
月
３
日（
日
）か
ら
９

日（
土
）ま
で
の
１
週
間
を「
救
急
医

療
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

消
防
署
か
ら
お
願
い

　
平
成
17
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は

１，
４
６
０
件
で
あ
り
、
こ
れ
を
10

年
前
の
件
数
と
比
較
す
る
と
約
４
割

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
２
台
の
救
急
車
で
救
急
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
救
急
出
動
が

重
な
る
と
一
刻
を
争
う
重
症
傷
病
者

へ
の
到
着
が
遅
れ
、
生
死
に
か
か
わ

る
傷
病
者
の
、「
救
え
る
命
」が
救
え

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
あ
る
救
急
車
の

利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を

　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

　
突
然
死
の
多
く
は
、
心
臓
が
ケ
イ

レ
ン
す
る
心
室
細
動
と
い
う
不
整
脈

に
よ
っ
て
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
に
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
ケ
イ
レ
ン
を

取
り
除
き
、
正
常
な
状
態
に
戻
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
医
療
器
械
で
す
。 

　
以
前
は
医
師
及
び
救
急
救
命
士
の

み
に
認
め
ら
れ
て
い
た
行
為
で
す
が
、

現
在
で
は
一
般
の
方
で
も
使
用
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
心
肺
蘇
生
法
の
講
習

（
普
通
救
命
講
習
）に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習

を
追
加
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
方
も
、

以
前
受
講
さ
れ
た
方
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
安

全
・
適
切
に
使
用
す
る
た
め
に
新
し

い
普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
を
お
勧

め
し
ま
す
。
受
講
希
望
の
方
は
消
防

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
町
内
６
施
設

（
町
役
場
本
庁
舎
、
生
涯
学
習
館
、

大
磯
運
動
公
園
、
世
代
交
流
セ
ン
タ

ー「
さ
ざ
ん
か
荘
」、
消
防
署
、
国
府

支
所
兼
消
防
署
国
府
分
署
）に
設
置

し
て
あ
り

ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
休
日
の
救
急
医
療
機
関
は
、「
広
報

お
お
い
そ
」、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

案
内
で
確
認
で
き
ま
す
。
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７
月
26
日（
水
）、
厚
木
市
の
神
奈

川
県
防
災
セ
ン
タ
ー
で
第
45
回
神
奈

川
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

町
消
防
団
第
２
・
３
分
団
合
同
で「
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」に
出
場
し
ま

し
た
。

　
町
内
の
消
防
団
に
配
備
さ
れ
て
い

る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
操
法
を
競
う

も
の
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
優
良
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
消
防
署
　

☎（
61
）０
９
１
１

　
大
磯
町
で
は
、
神
奈
川
県
西
部
地
震（
震
度
６
弱
）、
東
海
地
震（
震
度

５
強
）、
南
関
東
地
震（
震
度
６
強
）【
神
奈
川
県
地
震
被
害
想
定
調
査
報
告

書
よ
り
】に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
で
大
震
災
が
発
生
し
た
場
合
、被
災
し
た
建
築
物
の
被
害
状
況
を

調
査
し
、
余
震
等
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
、
部
材
の
落
下
等
か
ら
生
ず
る

二
次
被
害
を
防
止
し
、
住
民
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
応
急
危

険
度
判
定
活
動
を
行
い
ま
す
。（
※
こ
の
調
査
は
り
災
証
明
の
た
め
の
被
害

調
査
と
は
異
な
り
ま
す
。）

①
調
査
す
る
人

　
神
奈
川
県
建
築
物
震
後
対
策
推
進

協
議
会
の
講
習
を
受
講
し
、
町
よ
り

要
請
を
受
け
た
建
築
士
等
が
判
定
士

と
し
て
調
査
し
ま
す
。（
新
潟
県
中
越

地
震
時
に
は
神
奈
川
県
か
ら
も
判
定

士
を
派
遣
し
判
定
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
同
様
に
県
内
全
域
に
被
害
が
生

じ
た
場
合
は
、
県
外
か
ら
判
定
士
の

派
遣
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

②
判
定
方
法

　
危
険
度
は
、
原
則
と
し
て
外
観
を

調
査
し
て
判
定
し
ま
す
。

③
判
定
結
果
に
つ
い
て

　
被
害
状
況
に
応
じ
て
３
種
類
の
判

定
標
識（
写
真
の
と
お
り
）を
建
築
物

の
見
や
す
い
場
所
に
貼
り
ま
す
。（
標

識
は
、
付
近
を
通
行
す
る
歩
行
者
な

ど
が
危
険
性
を
識
別
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
判
定
後
に
余
震
等
に
よ
り
状

況
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
は
、
判
定

標
識
は
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

赤
色
の
紙
「
危
険
」

…
そ
の
建
物
に

は
入
ら
な
い
、

近
づ
か
な
い
。

黄
色
の
紙
「
要
注
意
」

…
建
物
に
入
る

・
近
づ
く
際
に

は
十
分
な
注
意

が
必
要
。

緑
色
の
紙
「
調
査
済
」

…
建
築
物
は
使

用
可
能
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
ま
ち
づ
く
り
課
　
☎
内
線
２
４
２

・
県
建
築
物
震
後
対
策
推
進
協
議
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
://w

w
w
3.ocn

.n
e.jp
/̃

　
　
　
　
　
　
　
　
　k

a.sin
g
o/

震
災
後
の
建
築
物
の
危
険
度
を
判
定

震
災
後
の
建
築
物
の
危
険
度
を
判
定

震
災
後
の
建
築
物
の
危
険
度
を
判
定

救
急
の

日

救
急
の

日

救
急
の

日

町
消
防
団
が

県
消
防
操
法
大
会
で

優 

良 

賞

優 

良 

賞

▲訓練用AEDトレーナー
　を訓練用人形に装置


